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2021 人権ポスター・
標語入選作品

（学年は入選当時）

応募総数
ポスター　　735点
標　　語　4372点

中 学 校 の 部

入選　法柏　偉咲（一宮中 1年） 入選　井上　楓月（東浦中 2年）

特選　菅　愛歩（津名中 3年）

入選　足利　珠菜（東浦中 1年）

佳作　わらいごえ　みんなのえがお　ほっとする � 北淡小学校２年　宗和　唯月

佳作　いじめっ子　見て見ぬふりも　いじめっ子 � 一宮小学校 PTA　西谷　弘美

佳作　どんな形？　やさしいあなたの　ピクトグラム� 中田小学校 PTA　那木　宣孝

2021 人権標語　【高等学校・一般・PTAの部】

2021 人権標語　【認知症啓発部門】
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５
月
20
日
淡
路
市
役
所
２
号
館

３
階
大
会
議
室
で
、
淡
路
市
人
権

教
育
研
究
協
議
会
の
定
期
総
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
淡
路
市
長
と
淡
路
市
議
会
議
長

に
開
催
の
祝
辞
を
い
た
だ
い
た

後
、
市
内
の
各
種
団
体
、
行
政
、

学
校
な
ど
か
ら
選
任
さ
れ
た
代
議

員
の
方
々
に
昨
年
度
の
収
支
決
算

や
新
役
員
の
承
認
、
活
動
方
針
や

事
業
計
画
、
予
算
案
な
ど
の
議
案

に
つ
い
て
、
確
認
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
「
じ
ん
け
ん
市
民
講
座
」や「
人

権
を
考
え
る
集
い
」、「
人
権
シ
ネ

マ
の
集
い
」
な
ど
を
開
催
し
、
み

ん
な
で
手
を
携
え
、
つ
な
が
り

合
っ
て
、
人
権
文
化
に
満
ち
あ
ふ

れ
る
淡
路
市
を
創
る
こ
と
を
活
動

方
針
と
し
ま
し
た
。

◆
役
員
紹
介

会
長

　
山や
ま
ぞ
え添　
　
繁し
げ
る

（
一
宮
支
部
長
）　

副
会
長

　
向む
か
い

田だ　
卓た

く
司じ

（
津
名
支
部
長
）

　
織お
り

田た　
裕ひ

ろ
行ゆ

き
（
東
浦
支
部
長
）

　
栗く
り
や
ま山　
　
靖や
す
し

（
岩
屋
支
部
長
）

　
坂さ
か
恵え　
正ま
さ
か
ず和
（
北
淡
支
部
長
）

◆
教
育
実
践
活
動
の
重
点
目
標

Ⅰ�　
市
内
学
校
・
保
育
園（
所
）・

認
定
こ
ど
も
園
と
の
連
携
を
深

め
、
子
ど
も
た
ち
の
自
尊
感
情

を
育
て
、
多
様
性
を
尊
重
す
る

考
え
方
や
、
社
会
で
自
立
で
き

る
力
を
つ
け
、
人
権
文
化
の
創

造
を
め
ざ
す
教
育
活
動
を
行

う
。

Ⅱ�　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
各
種

団
体
の
特
性
を
生
か
し
た
主
体

的
な
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
人
権
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。

記
念
講
演
「
ダ
ウ
ン
症
が
あ
る
娘

と
の
キ
セ
キ
♪
～
一
本
が
繋
ぐ
ぬ

く
も
り
を
伝
え
た
い
～
」

　
定
期
総
会
閉
会
後
、
絵
本
作
家

の
片
岡
加
奈
子
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、
ご
自
身
と
娘
の
來ら

き紀
さ
ん
が

歩
ん
で
き
た
10
年
間
の
道
の
り
や

支
え
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
様
々
な
工
夫

と
ア
イ
デ
ア
で
活
動
す
る
片
岡
さ

ん
と
來
紀
さ
ん
を
応
援
し
た
い
」

な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

記念講演　片岡加奈子さん（右）と
　　　　　片岡來紀さん（左）

　
過
日
、
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス

ペ
シ
ャ
ル
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
Ｓ

Ｏ
Ｓ
な
き
若
者
の
叫
び
」
を
紹
介

す
る
こ
と
で
、
共
に
考
え
る
機
会

に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
で
は
、
家
族
の

介
護
や
ケ
ア
を
、
中
学
２
年
生
の

17
人
に
１
人
、
小
学
６
年
生
の
15

人
に
１
人
が
担
っ
て
い
る
と
い
う

結
果
が
で
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

そ
の
７
割
を
超
え
る
人
が
、
誰
に

も
相
談
で
き
て
い
な
い
の
で
す
。

　
43
歳
の
カ
ズ
ヤ
さ
ん（
仮
称
）も

そ
の
一
人
で
、
５
年
前
に
亡
く

な
っ
た
母
親
を
30
年
間
介
護
し
て

き
ま
し
た
。「
母
が
亡
く
な
っ
て

僕
も
終
わ
っ
た
」
と
感
じ
、
ス
ト

レ
ス
か
ら
摂
食
障
害
と
な
り
、
母

親
に
作
っ
て
い
た
流
動
食
が
今
は

自
分
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
思
春

期
を
母
親
の
た
め
に
過
ご
し
、
進

学
や
就
職
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
介
護
か
ら
解
放

さ
れ
て
も
家
の
外
へ
出
よ
う
と
し

な
い
カ
ズ
ヤ
さ
ん
で
し
た
が
、
同

じ
経
験
を
も
つ
人
が
集
ま
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
う
せ
ん
の
会
」
に
参

加
し
、
抱
え
て
き
た
こ
と
を
初
め

て
吐
露
し
ま
す
。あ
る
男
性
の「
う

ま
く
優
し
く
受
け
入
れ
て
く
れ
る

カ
ズ
ヤ
さ
ん
の
包
容
力
っ
て
す
ご

い
な
」
と
い
う
つ
ぶ
や
き
を
聞
い

た
カ
ズ
ヤ
さ
ん
の
「
う
れ
し
く
て

泣
き
そ
う
で
す
ね
。
い
ま
ま
で

の
時
間
が
む
だ
じ
ゃ
な
か
っ
た
。

ち
ょ
っ
と
自
分
を
認
め
て
あ
げ
た

い
な
」
と
微
笑
み
な
が
ら
語
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

　
長
年
、
生
活
困
窮
者
に
寄
り

添
っ
て
き
た
奥
田
知
志
さ
ん
は

「
カ
ズ
ヤ
さ
ん
は
、
い
ろ
ん
な
人

と
の
か
か
わ
り
の
な
か
で
『
社
会

化
』さ
れ
て
い
っ
て
い
る
。人
間
っ

て『
居
場
所
と
出
番
が
必
要
』だ
」

と
強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
現
在
、
社
会
の
な
か
で
孤
立
す

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
少
し
の

気
配
り
に
よ
り
、
い
い
距
離
感
で

付
き
合
え
る
関
係
を
築
き
た
い
も

の
で
す
。

「
居
場
所
と
出
番
」

淡
路
市
人
権
教
育
研
究
協
議
会

会
長
　
山
添
　
　
繁

淡
路
市
人
権
教
育
研
究
協
議
会

定
期
総
会
を
開
催
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　相手を尊重できる人権感覚は、地域・家庭・職場でお互いを信頼し合える関係であるために、
一番大切なことです。多様な人々と出会い「多様性を尊重できるまちづくり」をめざします。
　参加のお申し込みは、下記のお問い合わせ先へご連絡ください。

◆じんけん市民講座「なるほど人権課題探究コース」

◆女性のためのチャレンジ相談

開催日 実施場所・開催時刻 テーマ・学習内容 講師

9 月 1日㈭

淡路市役所
2号館 3階
�大会議室

14：00～16：00

「男女共同参画と多様性を考
える災害対応」
～災害時の多様性を考える～

関西学院大学
　災害復興制度研究所
　　主任研究員・准教授

　斉藤　容子さん　

10月12日㈬ 街づくりについて（仮） 暮らしづくりネットワーク北芝
�　中村　雄介さん

11月14日㈪ 障害者差別解消法　旧優生保
護法下における優生手術（仮）

ひょうご聴覚障害者
　福祉事業協会
理事長　大矢　暹さん

2023（令和 5）年
1月17日㈫

インターネット「ロシアとウ
クライナの情報戦でも見られ
たフェイクニュースを信じて
しまうこととは」（仮）

反差別・人権研究所みえ
事務局長　松村　元樹さん

開催日 実施場所・開催時刻 内容 相談員

8 月 9日㈫
10月 6日㈭
12月 6日㈫

2023（令和 5）年
2月 9日㈭

淡路市役所
　① 13：30～
　② 14：30～
　③ 15：30～
（�予約者が１名の場
合はオンライン相
談の可能性もあり
ます。）

あなたの一歩を応援します！
「子育てしながら働きたい…」
「起業したいけど何から始め
ればいい？」など
チャレンジしたい女性に向け
た無料の個別相談です

　キャリアコンサルタント
森本　紀子さん

（�先着順に受付をします。
実施日の３日前までに
お申込みください。）

淡路市じんけんイベントのご案内 ※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
　中止・延期になる可能性があります。

▽▼お知らせ▲△

市民人権課　人権推進係は、
「淡路市役所 1号館 2階」です。

■詳しくはこちらへお問い合わせください。
　淡路市市民生活部市民人権課人権推進係
　　〒656-2292　淡路市生穂新島８番地
　　電　　話　　0799-64-2521
　　Ｆ　Ａ　Ｘ　　0799-64-2565
　　ｅメール　　awaji_jinken@city.awaji.lg.jp
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淡
路
地
区
人
権
教
育
研
究
協
議
会

定
期
総
会

　
５
月
28
日
、
南
あ
わ
じ
市
役
所
第
２
別

館
多
目
的
ホ
ー
ル
で
淡
路
地
区
人
教
定

期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
淡
路
地
区
人
教
は
、
島
内
３
市
の
人
権

教
育
研
究
協
議
会
と
高
等
学
校
、
小
中
学

校
部
会
な
ど
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
総
会
後
、
奈
良
県
御
所
市
の
西
光
寺
住

職
清
原
隆
宣
さ
ん
が
「
水
平
社
創
立
100
年

を
迎
え
て
お
も
う
こ
と
」
と
題
し
、
講
演

さ
れ
ま
し
た
。

人権をテーマにした学習会を支援します。
2022 人権教育住民学習

支援事業をご利用ください
　淡路市人権教育研究協議会では「一人ひと
りの人権が尊重され、自分らしく活き活きと
暮らせる地域社会づくり」を目的に、市民が
主体となって実施する人権学習活動を支援し
ています。
　各種団体の総会やグループの会合、集会な
どいろいろな機会にご利用ください。

◆活動助成金の額
　①講師謝金：実質支払額の 1/2　上限１万円
　②飲物代 1人当たり150円　上限15,000円
　その他事務経費 1,000 円、会場借上料など
◆対象
　�各種団体（町内会・ＰＴＡ・老人クラブ・
社協のサロン・有志のグループ）など

◆問い合わせ
　淡路市市民生活部市民人権課人権推進係
　TEL　0799-64-2521
　FAX　0799-64-2565

全国一斉

「子どもの人権110番」
　「いじめ」、児童虐待など、子どもをめぐる
様々な人権問題について、電話相談をお受け
します。

●日時　令和 4年８月26日㈮～９月１日㈭
　　　　午前８時30分～午後７時まで
　　　　（土・日曜日は午前10時から午後５時まで）

フリーダイヤル　　　　　ぜろぜろななの　ひゃくとおばん

☎０１２０-００７- １１０
（全国共通・無料）

◎相談は無料　秘密は厳守します。

●担当者　人権擁護委員、法務局職員
●内容　�学校における「いじめ」、体罰、児童

虐待など、子どもをめぐる様々な人
権問題

●問い合わせ　神戸地方法務局洲本支局
　　　　　　　TEL�0799-22-0497

人権問題文芸作品
「のじぎく文芸賞」募集

■応募締切
　令和 4年 9月 9日㈮［当日消印有効］

■募集内容
　�　兵庫県と公益財団法人兵庫県人権啓発協
会では、人権の大切さや思いやり、支え合
うことの素晴らしさなど、人権文化の創造
や人権課題の解決に関する内容が描かれた
文芸作品〔小説、随想（手記・作文を含む）、
詩、創作童話〕を募集しています。

　�　県内在住、在勤、在学の方で、未発表の自
作の作品に限ります。字数制限があります。

■問い合わせ
　〒650-0003
　神戸市中央区山本通４丁目22番15号
　（公財）兵庫県人権啓発協会
　TEL　078-242-5355
　FAX　078-242-5360
　Eメール　info@hyogo-jinken.or.jp
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北
淡
小
学
校
は
、
平
成
21
年

よ
り
浅
野
・
生
田
・
仁
井
・
野

島
・
富
島
・
室
津
・
育
波
の
七

地
区
の
小
学
校
が
十
年
か
け
て

統
合
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
小

学
校
が
集
ま
っ
て
か
ら
五
年
目

に
な
り
ま
す
。

【
こ
ん
な
素
敵
な
場
所
！
】

　

旧
浅
野
小
学
校
の
校
舎
を

増
改
築
し
た
校
舎
は
、
南
側
に

は
山
並
み
が
、
北
側
に
は
播
磨

灘
が
広
が
り
、
豊
か
な
自
然
に

囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、
窓

か
ら
見
え
る
夕
焼
け
の
播
磨

灘
は
必
見
で
す
。

　
校
区
が
広
い
の
で
、
バ
ス
で

通
学
し
て
い
る
児
童
が
七
割

ほ
ど
い
ま
す
。
大
小
13
台
の
バ

ス
が
、
ず
ら
り
と
並
ん
で
停
め

ら
れ
る
大
き
な
駐
車
場
が
あ

る
の
も
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

ま
た
、
運
動
場
の
横
に
は
、

学
校
園
「
五
作
ラ
ン
ド
」
が
あ

り
ま
す
。
春
に
は
、
ク
ラ
ス
毎

に
ト
マ
ト
や
ピ
ー
マ
ン
・
な
す

び
等
夏
野
菜
の
苗
を
植
え
、
水

や
り
当
番
を
決
め
、
夏
の
収
穫

を
楽
し
み
に
大
切
に
育
て
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
調

理
実
習
の
機
会
も
減
少
し
、
代

わ
り
に
休
み
時
間
に
お
店
を

出
し
、
販
売
体
験
学
習
（
ご
っ

こ
遊
び
）
を
行
う
工
夫
を
し
た

ク
ラ
ス
も
あ
り
ま
す
。

【
こ
ん
な
素
敵
な
行
事
！
】

　

北
淡
小
学
校
の
恒
例
行
事

と
い
え
ば
「
北
小
ま
つ
り
」
で

す
。
こ
の
二
年
間
は
残
念
な
が

ら
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
年
度
は
、
５
月
27
日
に

無
事
、
盛
況
の
う
ち
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
か

ら
趣
向
を
変
え
て
、
ク
ラ
ス
ご

と
に
教
室
で
ゲ
ー
ム
や
出
し

物
の
お
店
を
準
備
し
ま
し
た
。

当
日
の
お
店
巡
り
は
、
高
学
年

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮

し
て
、
縦
割
り
班
で
行
い
ま
し

た
。
地
域
の
事
業
所
ぽ
れ
ぽ
れ

さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
縦
割
り
班
で
は
、
掃

除
、
運
動
会
、
遊
び
等
、
様
々

な
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
北
淡
小
学
校
児
童
二
百
四
十

名
は
、
豊
か
な
自
然
と
異
学
年

交
流
と
で
、
の
び
の
び
と
元
気

に
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

その２７

北淡小学校

　

聴
覚
や
発
語
に
障
が
い
の

あ
る
方
は
緊
急
時
に
ど
の
よ

う
な
方
法
で
通
報
す
る
の
で

し
ょ
う
か
？
Ｆ
Ａ
Ｘ
以
外
に
、

「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
・
携
帯
電
話
の
接
続
機
能

を
利
用
し
て
、
簡
単
な
操
作

で
素
早
く
１
１
９
番
通
報
す

る
こ
と
が
で
き
る
無
料
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
言
語
発

声
に
よ
る
緊
急
通
報（
１
１
９

番
通
報
）
が
困
難
な
方
が
、

事
前
登
録
を
し
て
利
用
し
ま

す
。
詳
細
は
、
淡
路
市
健
康

福
祉
部
地
域
福
祉
課
、
ま
た

は
、
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☎
０
７
９
９
―
２
４
―
３
８
５
０

FAX�

０
７
９
９
―
２
６
―
１
１
７
５

　

手
話
は
、
ろ
う
あ
者

が
日
常
使
用
し
て
い
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
方
法
で
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

手
話
や
ろ
う
あ
者
の
生

活
等
を
紹
介
し
ま
す
。

ろ
う
あ
者
の
日
常
生
活
を
知
ろ
う 

㉚

協
力
：
淡
路
聴
覚
障
害
者
セ
ン
タ
ー　
手
話
サ
ー
ク
ル
津
名

第 

55 

回

「消防署」

②�右手５指を折り
曲げ、指を下に
向け軽く下ろす

①�丸めた両手の掌を上に
向けて前後に並べて
ホースを振り動かす
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【タテのカギ】
①ＮＰＯ法人淡路島ファミリーサポート
　センター〇〇〇〇
②�ホンダワラ科ホンダワラ属の海藻。
　煮物などの食材
③傷や病気の手当てをすること
　「応急〇〇〇」「虫歯を〇〇〇する」
④園芸や祝い花として人気
　英語では「オーキッド」
⑤大迫力の明石海峡大橋を間近で見よう
　淡路市〇〇〇エリア
⑥�淡路市は、2029年までに燃える〇〇の
15％削減をめざしています
⑦光る海と学びと文化の街
　淡路市〇〇エリア
⑧ここにしかない学びと新しい観光の街
　淡路市〇〇〇〇エリア
⑨�スロットやカードゲーム、ルーレットな
どを備えた施設のこと
⑩ 2022年 7月 8日公開の映画「破戒」
　主演俳優は、〇〇〇祥太朗
⑪�陸上では象に次ぐ巨獣で、鼻先に１本ま
たは２本の角がある

【ヨコのカギ】
②太陽があふれる花と公園の街
　淡路市〇〇〇〇〇エリア
⑫瀬戸内海で最大面積の島。〇〇〇島
⑬ラズベリー・ブラックベリーなど
　「木になるイチゴ」の総称
⑭�玄関にあって、大きくなればなるほど小
さくなるものってなーんだ？
⑮富士山世界文化遺産構成資産登録
　「〇〇の松原」
⑯「パワー !!」〇〇〇〇きんに君
⑰�フィリピンでルソン島に次いで２番目に
大きい島。〇〇〇ナオ島
⑱絶景の夕日と歴史と香りの街
　淡路市〇〇〇〇〇エリア

クロスワードクイズクロスワードクイズ

★８文字（ア～ク）でできる言葉が答えです。

ヒント→ 性別に関係なく、個性と能力を
発揮できる社会

㋐㋑㋒㋓　共同　㋔㋕㋖㋗　社会

◆�クイズの答え、住所・氏名・年齢（学年）とご意見・
ご感想・イラストなどをハガキに書いてご応募くだ
さい。正解者の中から抽選で図書カードをプレゼン
トします。

【あ　て　先】 〒656-2292　淡路市生穂新島８番地
　　　　　　淡路市市民生活部市民人権課
　　　　　　クロスワードクイズ　係

【しめきり】2022年 7月29日㈮（当日消印有効）

第65号の答え　「トランスジェンダー」
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

編
集
後
記

　昨年に引き続き担当させていただく
ことになりました。よろしくお願いし
ます。クロスワードクイズは、身近な
人との会話のきっかけになればいいな
と思いながら作っています。今回のク
イズの『淡路市〇〇エリア』のヒントは、
「淡路市市勢要覧」に出てくる５つのエ
リア（地域）です。（Ｓ）

① ② ③ ④

⑫ ウ エ カ

⑬ ⑤ ⑥

⑭ク ⑦ ⑮ ⑧

⑯ ⑨キ ⑩

⑪オ ⑰ ア

⑱ イ
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●�「
う
ち
の
学
校
紹
介
」
を
読
み

な
が
ら
、
今
は
大
き
く
な
っ

た
我
が
子
達
の
昔
を
懐
か
し

く
思
い
出
し
ま
し
た
。
そ
の

時
々
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

子
に
合
っ
た
先
生
方
に
巡
り

合
え
た
と
感
謝
で
す
。
仕
事

の
た
め
子
供
が
帰
宅
し
て
も

私
は
不
在
で
し
た
。
当
時
の

担
任
の
先
生
か
ら
放
課
後
も

先
生
に
く
っ
つ
い
て
こ
ん
な

風
に
し
て
遊
ん
で
あ
げ
る
ん

で
す
よ
っ
て
話
を
聞
い
た
時
、

申
し
訳
な
い
気
持
ち
と
共
に

有
難
い
と
思
い
ま
し
た
。
お

か
げ
さ
ま
で
ど
の
子
も
い
い

子
に
育
ち
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（

60
代
）

●�

２
０
２
１
人
権
標
語
の
入
選

作
品
を
読
ん
で
、
み
ん
な
が

同
じ
様
な
考
え
を
持
つ
と
不

要
な
争
い
も
お
こ
ら
な
い
の

に
・
・
・
と
思
い
ま
す
。
今
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
お
き
て
い
る

戦
争
も
早
く
終
わ
る
事
を
願

い
ま
す
。�

（
50
代
）

●�

じ
ん
け
ん
の
作
文
「
ぼ
く
も

だ
っ
こ
し
て
」
を
読
ん
で
胸

が
キ
ュ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

涙
が
出
る
一
歩
手
前
で
し
た
。

子
供
の
心
（
小
さ
い
の
に
し

ん
ぼ
う
、
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
か

ら
か
な
!!
）
一
年
生
で
こ
ん

な
表
現
が
で
き
る
の
に
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。�

（
60
代
）

●�

一
昨
年
、
癌
が
発
覚
し
、
ス

テ
ー
ジ
Ⅳ
と
診
断
さ
れ
、
手

術
も
出
来
な
い
手
遅
れ
状
態

だ
っ
た
の
で
す
が
、
抗
癌
剤

が
合
っ
た
の
か
、
極
小
に
な

り
手
術
出
来
ま
し
た
。
ま
だ

完
全
に
治
っ
た
か
ど
う
か
判

り
ま
せ
ん
が
、
希
望
が
持
て

ま
し
た
。
ど
ん
な
時
で
も
希

望
は
持
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
60
代
）

み
な
さ
ん
の
お
た
よ
り

人権の眼 № 66

淡路市人権教育研究協議会
津名支部長

向田　卓司

「正しく理解し
認識することの大切さ」

　

こ
こ
数
年
来
、
ラ
ジ
オ
を

聞
く
機
会
が
多
く
な
り
、
以

前
に
も
増
し
て
多
様
な
情
報

や
人
々
の
コ
メ
ン
ト
等
を
耳

に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
に
と
っ
て
は
初
め
て
知
る

こ
と
が
多
い
の
で
、
自
身
の

考
え
を
広
げ
、

深
め
る
良
い
機

会
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

あ
る
番
組

で
、「
会
社
へ

の
採
用
が
内
定

し
て
い
る
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
者
が
、

雇
い
主（
以
下
、

会
社
）
に
感
染

を
告
知
し
た
と
こ
ろ
、
内
定

が
取
り
消
し
に
な
っ
た
」
と

い
う
事
例
が
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
方
と
会

社
は
裁
判
で
争
い
、
最
終
的

に
は
「
内
定
取
り
消
し
は
違

法
の
た
め
、
そ
の
方
は
会
社

に
採
用
さ
れ
、
日
々
仕
事
に

励
ん
で
い
る
」
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
争
い
の
そ

も
そ
も
の
原
因
は
、
会
社
側

が
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
症
は
、
日

常
生
活
上
の
接
触
で
は
感
染

し
な
い
」「
血

液
を
媒
体
す

る
感
染
症

は
、
出
血
時

に
ゴ
ム
手
袋

等
を
使
用
す

る
こ
と
で
予

防
で
き
る
」

等
、
感
染
症

へ
の
正
し
い

理
解
や
認
識

が
欠
け
て
い
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
も
し
、
感
染
症
に
関

し
て
正
し
く
理
解
す
る
た
め

の
努
力
を
怠
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
こ
う
し
た
無
用
な
争
い

は
起
こ
ら
な
か
っ
た
は
ず
で

す
。

　

ラ
ジ
オ
番
組
で
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
た
こ
の
事
例
は
解

決
に
至
り
ま
し
た
が
、
Ｈ
Ｉ

Ｖ
感
染
症
に
限
ら
ず
、
偏
っ

た
先
入
観
や
固
定
観
念
を

も
っ
た
人
や
組
織
の
中
で
、

精
神
的
な
苦
痛
を
受
け
続
け

て
い
る
人
は
ま
だ
ま
だ
多
く

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
自
分
自

身
を
振
り
返
っ
て
も
、
誤
っ

た
理
解
や
認
識
、
先
入
観
や

固
定
観
念
に
よ
っ
て
、
相
手

を
不
快
な
思
い
に
さ
せ
た
り
、

混
乱
さ
せ
た
り
し
て
い
た
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
反
省
し
て
い
ま
す
。
今
後
、

一
つ
で
も
多
く
の
物
事
を
正

し
く
理
解
し
認
識
す
る
こ
と

が
、
人
と
人
と
の
温
か
な
関

係
や
地
域
づ
く
り
の
礎
に
な

る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、

日
々
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
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2021 人権ポスター・標語入選作品（学年は入選当時）
中 学 校 の 部

2021 人権標語【中学校の部】

佳作　江本紗々葉（一宮中 1年）

佳作　白髭　史章（東浦中 2年）

佳作　山本　夏希（津名中 2年）

認知症施策推進ポスター
清水　美空（北淡中 2年）

佳作　古市　詩織（津名中 2年）

佳作　若林　　葵（北淡中 3年）

特選　変わりたい　なにもできない　私から� 一宮中学校３年　東　　夢歌

入選　ディスタンス　心の距離は　ＮＯ密で� 東浦中学校２年　平岡　徠夢

入選　まわり見て　一人じゃないよ　だいじょうぶ� 東浦中学校１年　平井　天音

入選　見つけたよ　自分とちがった　君のよさ� 北淡中学校１年　伊藤　智仁

佳作　見ないふり　見て見ぬふりも　いじめの芽� 北淡中学校２年　望月　愛斗

佳作　やめようよ　“いじり”が　“いじめ”になる前に� 北淡中学校２年　田中　心菜
佳作　助け合い　手と手をつないで　前を向く� 一宮中学校３年　松野　愛夢
佳作　その行動　自分に対して　できますか？� 一宮中学校３年　伊藤　侑姫
佳作　ありがとう　ひとつの言葉で　笑顔が咲く� 津名中学校１年　永所優規菜


